
2025 年 4 月 28 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：ナーチャーハーツ・履正社高校硬式野球部茨木グラウンド 成果物の写真

実施日程：年間を通して ① ②

実施した生産活動・施設外就労の概要：

履正社高校硬式野球部、摂津リトルシニアで使用している硬式ボールの修繕

利用者数：全利用者

＜目的＞

地域連携活動のねらい ③ ④

地域にとってのメリット

＜成果＞

実施した結果 活動内容の追加コメント

得手不得手はあるものの全利用者で各工程ごとに取り組むことが出来た ①ほつれ、破れのボールにテープを貼って使用していたもの。テープを剥がす作業から。

得られた成果 ②ほつれ箇所の修繕範囲の縫い糸をはずす工程

③やぶれも縫い方を調整して修繕

課題点 ④作業途中のボール

連携した結果に対する意見または評価①

選別して修繕してもらえることがとてもありがたいとお話いただきました。定期的に修繕の依頼もいただいております。

連携した結果に対する意見または評価②

縫い方が雑だと思いがけない方向に送球されてしまうが、縫い目もキレイでとても助かっている。今後も是非よろしくお願いします。

今後の連携強化に向けた課題

横のつながりがとても強く、他にも困っている学校やクラブチームがあれば請け負っていきたいと考えている。そのために修繕に係る効率のスピードアップを図っていきたい。野球部だけでなく

小中校の学校の備品にも需要があるのではと感じているので営業活動の取り組みも実践していきたい。

履正社高等学校、摂津リトルシニア球団、どちらも違う市のチームですが主体の練習場は茨木市のグランドを使用しております。茨木で日頃練習をしているチームが全国制覇達成に向けて奮闘して

いる中、私たちもボール修繕を通じて激励・応援させていただき、裏方として参加して勝利を分かち合うことをもう一つの目的として今後も連携強化を図っていく

習得した硬式ボールの修繕技術を活かせるよう、地域の野球部へお願いにまわり営業活動の勉強

にも繋げる事がねらい

修繕が必要なボールが多数あり修繕するか否かの選別も大変な手間がある中、選別から修繕まで

請負うことで練習に時間を割くことが出来る

対象者にとってのメリット

集中力と手先の器用さ、チームワークのスキルアップに繋がる

とても丁寧に修繕出来ており、まだまだ使えると喜んでいただいた。直接伝えてもらったことで

全員のやる気へ繋がり、働く意欲を盛り上げていく事ができた

集中力を維持することが難しい方も中にはおられ、どう維持していくかということが課題

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名
・履正社高等学校硬式野球部

・摂津リトルシニア
担当者名

・多田監督

・白神会長

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ナーチャーハーツ

住　所 大阪府茨木市西駅前町14番19号

2714201817

小嶋　夕子

令和６年度電話番号 072-627-3373

様式１


